





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いる際、基本的に末尾の「…増上縁」と う 章を避け たよ であ　





















































































































































































































































































（1）藤堂恭俊 「廬山寺蔵古鈔本選択集の諸問題」 （ 『佛教大学研究紀要』 六三、 一～三七頁、 一九七九） 、 並びに兼岩和広 「廬山寺蔵『選択集』第八章における『観経疏』の引文について」 （ 『仏教論叢』四二、 五二～五七頁、一九 八） 、林田康順「廬山寺蔵『選択集』 偏依善導一師をめぐる推敲」 （ 『仏教文化学会紀要』一〇、 三四～五九頁、二〇〇一） 、柴田泰山「法然遺文中における寿観二経説示前後論について」 （ 『廣川堯敏教授古稀記念論集
　
浄土
教と仏教』 九九～二三〇頁、山喜房仏書林、二〇一四）等参照。（2）大正大学浄土宗宗典研究会編 『選択集』諸 の研究〈資料編〉 』一・廬山寺本（原本写真版、 九～三〇頁、文化書院、一九九九）参照。尚、以下は同書を「平成一一年版」と記す。（1）「平成一一年版」 （原本写真版 八八～九〇頁）参照。（4）「平成一一年版」 （原本写真版 九八頁）参照。訓点は『浄全』四・二二九上等を参考とした。以下、同内容の出典註は省略する。（5）兼岩和広「 『選択集』の成立史的研究」付録資料
　「廬山寺本」翻刻（二〇五頁、 国立国会図書館蔵、 二〇〇三）参照。
（1）「平成一一年版」 （原本写真版、 八頁） 訓点は『昭法全』三四五を参考とした。（7）「平成一一年版」 （原本写真版、 八頁 。（1）基本的に異体字は正字体、旧字体は新字体に改め、常用漢字を用いた。翻刻資料の作成にあたり「平成一一年版（翻刻、九八頁） 、並びに前掲註５兼岩氏論文付録二〇四～二〇五頁を参考とした。（9）国際仏教学大学院大学学術フロンティア実行委員会編 『日本古写経善本叢刊 四 （ 『集諸経礼懺儀
　
巻下』 一二二頁、























































































又いわく、弥陀を念して往生せんとおもうものは、つねに六方恒沙等の諸仏のために護念せらる。かるかゆえに護念経となつく いますてにこの増上縁の誓願のたのむへきあり。もろ〳〵 仏子等、いかてか心をはけまさらんやといえり（ 『昭法全』六〇四） 。




（11）『浄全』二・二上。（17）この点については柴田泰山『善導教学の研究』二（一八五～二二一頁、 山喜房仏書林、 二〇一四）等を参考とした。（11）この点については林田康順「法然における来迎思想の展開」 （ 『鳳翔学叢』七、 六三～八三頁、二〇一一）等を参考とした。（19）寛永九年版 『無量寿経釈』 （ 『昭 全』 七七～七八） や寛永九年版 阿弥陀経釈』 （ 『昭法全』 一四九 、 「善本」 古本 『漢語灯録』所収『阿弥陀経釈』 （ 『昭法全』一三五） 、 「善本」古本『漢語灯録』所収『逆修説法』第五七日（ 『昭法全』二六七） 、 「善本」古本『漢語灯録』所収『浄土宗略要文』 （ 『昭法全』四〇〇） 、 『正如房へつかわす御文』 （ 『昭法全』五四一～五四二 、 御消息』 （ 『昭法全』五八二 『浄土宗略抄 （ 『昭法全』五九二）等にも『観念法門』の説示を踏まえて述べられている内容が見受けられるが、何れの箇所においても「…増上縁」の文章については全く触れられていない。この点については前掲註
26藤堂氏他論文七六～八〇頁等を参照されたい。






一、句読点を一部改めた。一、送り仮名の漢字表記や合略仮名、踊り字は基本的にカタカナへ改めた。一、表中の訓点は省略した。一、 『和語灯録』 、 『拾遺和語灯録』所収の法然遺文は「元亨版」を使用し
二五
